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えている｡ 繊維質材料の結 晶剛域の Ⅹ 紬茎Iが吸湿の影響を受けないことは古 くから報普されて屠
り,木材の吸湿現象は木材笑質の30-40%を占める非結 晶剛域に生 じている｡
結晶領域 と非結晶閉域の混合体の力学性質は,高弾性率,無流動性をもつ結晶領域を剛体として
壇扱い,歪の大部 を非結晶 領域が受持つと考える.｡ 2)このような模型は木材の横方向に荷葦が加 え
られた場合に想定,LH.来 る｡従って,吸湿による非結 晶領域の変化が,木材の横方向の粧弾性に及ほ
す影響を検討すれば,吸湿の機構を碓めることが,'冊モると考えられる｡
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Table1. Sitkaspruce23oC(Pi(lgeona71dMaasの dataより計算























































質量mをもつ Celulose鎖状分子が互に巷′然と平行 している理想的な繊維を考える｡ 各
綿状分子は一次元の紙型排列をしていて,矧笥距離 a.)の平衡位置の周 りにンなる振動数




吸着された H.=0 ほ糸状分子問に強い二次的結合力か働いている micel にすら変形を与えな
い O まして一次的な原子価ブ川こ影響を与えるものとは考えられず,一つの chain の原子間距離 :-'i
従って振動数 Ll'に変化を与えるものとは考え難い ｡即ち,軸方向の Young'smodulusE. Iは含
水率に対しては一･定の筈である｡
然るに CARRINGTON':I)によれば,図 1のように EI. ほ含水 率 中と共に変化する｡材は sitka
spruceである｡
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Fig.1にみ られ るよ うな 10;-'kg/cmc
紳 夏の弾性率を与える例は,絹糸の伸し






ので, 二イ J､弾性が此Uj例 で あ



























(E〟.･l'･径プJ向,FJ,/I:切 線 ソJIF'TJJ)相 中 率)
ノし .I-: -の 人い さ卜し こfJ､, lt'i()0cat/mol 繊 維 素 6200cal/n101で,締 雄 幸 の エ ;) 左
山田 ･幌附 :
大きな凝 集力が働 く場合には ミクロブラウン運動は著 しい束縛を受けて,熱運動による
弾'裾′ま殆んど現れないO




(a) 含水率申と共に著 しく碑 性率 E71及び E,rが低下する,
比は形態変化の自由さが ¢ と共に増加する｡即ち,糸状分子の孤立化が ¢と共に進む ことを音
吐するもので,牧着理論に於て,内部天面上への多分千席形成横型による吸着式 よりも拡大する矢
面校 Zr.i_lL'′こよる吸着式の方が弾性′ゲルに対しては妥当ではなかろ 三,か｡
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EIと(kg/cmc) 圭 ER/ET 言 (,(ワム)
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木 村 研 究 等圧出 (昭1)狛
二とは,上 記 の考察を裏書1-きす るC))では/:Cか/∫,う/Jh
il 横 江 1J'-))a)樟 和
ゴム弾性や MACK ,-j棚 三を も/つ物質の紺 勘 エH:しい緑和 ｣二鵬一三にある()T()V()lJSKYandEYRIN(;-1')




としている｡)そ して静荷箱の場合の応 力緩和に閏-･'-｢十るものは secondarynetwork unitu)lji)
のみであ る とのべ てい る｡
木材の応力緩和 こついては,帖 1号二ついて Glu)SSMANの酢告丁)がLt,り,防圧F,!'_:/力の緩和 につい
ては KTTAZAWAの研究H)があ る｡)
緩和班 象を示す材料 の力学は, MAXWl二日一によ り始め られたこう MAXWF･1ノl･は応刀 (.f) に剥す
る許 (S)を
(i) fに常軌 l伸二比例 して増加す る[臣 ナ
(i) 諒 の増加 速度が fに任用加 ′､川こ比例す る部 分










又,応力を-茂 とす る と f-ET 意 と な fJ, 伸 二 S 拍 紳 二(,とす る と 意 は速的
配を如 フすか ら Nl:WT(,Nの冊 は 則 S - 十 を う,7,- ち冊 日経 は
7, - GT し3)
G:明噸仲細工係様
式(2)に於 て緩和肘 閏を無限人とすれば f-S｡E畑ち結晶相 :牛(=理杏個 体)を示す｡ 又, 丁-0 と
おけば, f- 0即ち理想流休であ る｡
測定にかか る緩和 時間で式(2)に従 う物質は高温に於 け る Heveagum や polysulfiderubber等
L=-I;I･梶田 :木材の頻湿
があるが,その他多くの場合, 定韮的 には適合しない｡且,M AXWEl-L 式に従 う物質は f-logt
図に於いて時間の二つのcycleの間に緩和 してしまうべきで,此の性質は丁の大いさを変えても位




























り変ってゆくのであろ うO 此の間の区別は判然 としたものではないと考えられるo







で与えF)れるか ら∴ j~=,:際に測 足される物 件 の !:trT)]緑和は
臼L
f (t) - S .〕5-二E′e'-Ⅵ丁/,l_rl (7)
Glt()SSMAN a)data式(4)をみ ると,丁/･の増大 と鮎 こ E′ か壇 ノ(して居 ･'),彼の射 扮式の妥当性を
コ三塁解しうるcJ
Tiは 0か F,-宣連/ft;J]LTj-る伸 とすると E/･は 丁′鉦 吏緯 極微であるか し､,





∴方 M AXWTl:u-の関係式L3)より 14を測定すれ ば 丁の値を計'f~川 J.来 るか,その結 果によると国
体 と液休 との境狸をなす絹和時間は略100秒-1分といわれ る") .｡ KITAZAWA か 負荷後1分の とき
の応-jjfiを基準 にと-つて
( 1())
なる果扮式をij-えた事は軒轟がある.｡端 にm は常軌でおって彼は緩和常軌 とよんでいる｡
KITAZAWA a)I-j=:.腺 は 50,0001ba)-)j舘 拭騎機を 用いて,比棚 肋鉦 甘目し'､./力で甘み守,れた もので




70 7;7ne lわ/が ′00
to/0,-iaJadjust,Tyeデu/P7"P,"I
櫓に-,き_:):..I裾 _!JrlT'吉姑 ･LFig./1- Fig･6 に 示 さjL,l',,)畑 ,),情 け丹 刷 闇 に衿二,妬 よ/,a)軌 E,/,i
liL_-は略両軸 冊 に匪雁 を認め うるか,そj廿上Lu)時閲に於て附 姉 i的 ではない (､
KITAZAWA はmU)lf跡 相 和 二よ柑 iなることを粕 由仁,)､二休比車叫 紬 は 共 に 11瑚 跡 減,i,1-







































-(Fig.6)換言すれば,KtTAZAWA の論点は応 力緩和の原因を紬 鋸 酢分の塑性に求めているわけで
高弾性の特徴の理解に欠けていると考えられる｡



















木 材 研 究 窮1串; (/昭2･J)
共 に緩和時 冊の分布が矧酬据机こ移動す る｡ 此は吸湿 と鮎 二分子の形態運動が容 鋸 こなる,即ち,
分 (-の孤 立化が進行す るため と考えられ る｡
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